
 

 

学校で役立つ 

山川先生のアイデア通信 ②   
  

 

「えんぴつが正しく持てない」 

「字をうまく書けない」 

「書くのにすごく時間がかかる」 

 

 

 

 

 

こんな悩みをよく聞きます。 

そんな時に、ちょっとしたことで書きや

すく感じる経験をさせたいものです。 

なぜ、そうなるのかが分かると支援のヒ

ントが出てきます。 

 
 

 

 

こんな支援のグッズがあります 
えんぴつをギュッと持ってしまう、

３本指でにぎってしまうのには理由

があります。 

きれいな三指持ちになるには、小指側

の手の支える力が育ち、親指、人差し

指、中指の操作が自由にできないとで

きません。 

支える手をサポートすることでう

まく持てます。Qリングは鉛筆をぎゅ

っとにぎらなくても持ちやすくして

くれます。 

その子に応じて、持ち方の意味があ

り、それをサポートすることで書きや

すさを実感してくれます。 

 


